
Title 経済統合（とくにEECの）通貨・金融的側面と内外均衡
Sub Title Financial and currency problems of economic integration (especially in reference to EEC) and their

internal and external equilibrium
Author 深海, 博明

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1963

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.56, No.12 (1963. 12) ,p.1175(21)- 1204(50) 
JaLC DOI 10.14991/001.19631201-0021
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19631201-

0021

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


(
2 4)
 

f

 

I

 

g

l

-

 

Q

l

f

B

 

I

l

l

s

 

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
,

 

S
.

 

3
2
.

(

.2

..

)
.. ..

.
.
H
e
i
n
r
i
c
h

 

こ
.

M
i
t
t
e
i
s
,

 

D
e
r

CQt
a
a
t

 

d
e
s

 

H
o
h
e
n
m
i
t
t
e
l
a
l
t
e
r
s
'
S
.

 

1
7
3
J
J
.

,
.
.
'

(

2 6)
w
'
:
L
a
.
t
o
u
c
h
e
,
'
i
b
i
d
.
,

 

.
p
.

 

3
1
.
,
:
。
.. 

'
.
.
パ 
\

F
、

J
 

N
e. 

M. -49.
(

s

 

H
e
m
a
m
l
K

 w
o
p
f
n
e
r
” 

i
l
>
i
d
.
,

 

S
.

 

5
2
.

29)

(

汶)
T
e
n
n
e
y

 

F
l
k
,

-^e
c
l
m
i
c

 

K

e

y

o

f
 

a
n
c
i
e
n
t

 

R
o
m
e
,

 

v
b
l
u

i;-

日

，p.

 

m

 

3 1)

 

T
h
l
r

 

M
a
y
e
r
,

 

D
i
e

 

K
s
g
s
f
r
e
i
e
n

 

I

 d
e
r

 

S
t
a
a
t

 

d
e
s

 

f
r
f

 n

 

M
i
t
t
e
l
a
l
t
s
,

 

(

s

 

F
u
s
t
e
l

 

d
e

 

C
o
u
r
a
n
g
e
s
,

 

i
b
i
d
.

.

(

3 3)

 

.
.
.
T
h
e
o
d
o
r

 

M
a
y
e
r
,

 

e
b
e
n
d
a

*:;.

pa闩

CO

.

経
済
統
合(

と
く
に
E

E

C

)

の

V
 

. 

■
 

•
.

.

.

.

通
貨
•
金
融
的
側
面
と
内
外
均
衡

序-
' ；  

.

■■.

;

H

鴕
済
統
合
に
お
け
る
通
貨
•.金
融
問
題
の
佐
置
づ
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⑴

問
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意
義
と
範
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と
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史
的
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経
済
統
合
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お
.
る
内
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問
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:
経
済
統
合
に
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け
る
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均
衡
.

ソ
.

.
:
.
§

両
均
衡
達
成
の
手
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に
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融
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経
篇
合
に
お
忖
！

貨>
金
融
問
題
は
マ
：こ
我
_

分
|

合
分
析
に
お
い
て
本
問
題
：の
研
究
.
が
、
と
く
に}
層
の
童
要
性
と
緊
急
性
と
を
も
っ
て
き
た
ょ
5.-.
に
考
：え
ら
れ
る
。..

.

第「

に
、.
経
済
統
合
の.
進
展
自
1

ジ
理
論,

•

本

動

各

地

域

に

お

.い 

て
種
々
I

経
済
統
; |
が
結
成
さ
れ
、
；と
く
に
玄
ら
_

税
同
盟
か
S

済
同
盟
へ
と
ょ
り
進
ん
だ
段
隙̂̂ 

統
|
加
盟 

菌
間
に
お
け
る
経
済
政
策
と

v
に
金
，.
彳•

政
策
S

整
i

T

化
、.

な
^̂

等

力

緊

急

に

検

討

•
実
現
さ
る
ぺ
身
韻
題
と
な
っ
て
き
で
い
る
。
こ
の
経
済
統
合
に
お
け
る
通
貨

.

金

融

麗.
は
、
次
の
二
つ
の
役
割
を
担
っ 

て
V
る

す

，
ゎ

ぢ

.
一
つ
に
は
消
極
的
に
.経
済
統
合
の
深
化

•
発
展
の
度
合
を
示
す
指
標
で
.
あ
，る
と
、と%■
に
、
ニ
つ
に
は
、
積
極
的
に
経
済 

統
合
の.
円
滑
な
る
進
展
に
作
用
し
、
そ
の
発
展
に
貢
献
す
る
•
と
い.
っ
た
役
割
を
：も
つ
の
で
あ
る
。

に
は
' 

経
济
統
合
分
析
ガ. •
ょ
り
精
緻
化
し
完
成
さ
れ
た
も
の
と
な
る
た
め
に
は
^
統
合
の
内
的
論
理•

構
成
原
理
‘
共
通
政
策
と
い 

ろ
た
問
題
の4

0

こ.
ま
か
い.
研
究
が
必
寒
で
あ
美
そ
の
中
心
は
、
統
冷
加
盟
諸
国
間
I

け
る
ぐ
：

ひ
：：.

い
て
は
世
界
経
済
に
お
け
る
均
衡
発
展 

の
問
題
で
あ
り
と
く
に
統
合
分
析
に
と
っ
て
興
^ '
あ
る
の
'は
、
加
盟
諸
国
の
均
衡
成
長‘
い
わ
ゆ
る
内
外
均
衡
の
達
成
.

維
持
と
、
さ
ら
に
.こ 

れ
を
薦
づ
け
る
も
の
と
し
一
て
の
競
合
内
に
繁
：

■

用
洛
娶
い
る
分
業
原
理
は
何
が
、
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
し
て
こ
の
両
均
衡
の
達
成

.• 

_
寺
の 

鍵
と
处
っ
て
い
る'の
が
、
通
貨-
金
融
的
侧
面
な
の
で
あ
る
。
ノ
 

‘

こ
の
意
味
で
経
済
統
合
に
と
っ
て
，
通
貨
•
金

隱

題

の.
解
明
が
、
.

今
後
の
f

を
占
ぅ
上
で
重
要
で
あ
る
の
み
な
ら
ず'
 

統
合
に
お
け
る
内 

外
均
衡
の
問
題
に
直
接
的
に
関
連
.•
作
用
す
る
の
で
あ
り
、
と
く
に
不
均
衡
是
正
の
方
策
と
し
て
の
役
割
が
重
視
さ
.れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

.

る
。
 

• 

'

第
二
に
、
現
在
の
国
際
通
貨
制
度
の
改
革
、
国
際
流
動
性
の
不
足
、
ド
ル
不
足
：か
ら
ド
ル
危
機
へ
の
転
換
と
い
，っ
：た
国
際
金
融
の
主
要
な
問
題 

点
'
動
向
が
，'
.連
論
的
；
現
実
的
に
本
問
題
の
解
明
を
赞
講
し
：て
い
：る
。

.現
実
的
：に
は
、'資
本
主
義
先
進
諸
国
間
で
は
，
：
欧

州

経

済

共

同

体
E 

£

£

を
中
心
ど
す
ざ
西
欧
諸
囯
が
奴
ざ
ま
し
、：い
経
済
発
展
电
ー
艰

.1

.
、
.
.-7
:
:
メ
.
リ
-
ヵ
経
.済
ー
_に
®

り
、
..
ま
た
こ
の
よ
ぅM:

弱
化
し
た
，ァ
メ
リ
灰
が

(

社
会
主
義
諸
国
へ‘の
对
抗.
お
よ
び
低
開
発
諸
国
の
！1発
援
助
、の
負
担
を
負
い
き
れ
な
く
な
っ
.た 

世
界
経
済
め
構
造
的
変
化
が
ぺ
そ
の
基
本
的
要
因
ぉ
&
づ
て
が
^
:

. .
:

:
::
ス
-.
.
'
;

「

、

■■

I

的
I

、
こ

れ

ら

の

麗

咕

各

讓

内

外

均

衡

藍I

策
に
よ
：.っ
て
そ
の
内
外
均
衡
を
達
成̂
:維
持
す
べ
き
か.が
中
心
：と
な.る
。
：：す
な#

ち
最
近
.：の
国
際
流
動
性
の
不
足
論
議
を
つ
っ
込
ん
で
検
討
し
て

み
る
と
，‘
現
在
国
際
流
動
性
準
備
：の
果
す
主
要
な
役
割
は
：
各
国
の
国
際
収
支

$

不
均
衡
ゆ
穴
埋
办
の.
#
段
段
も
い
は
こ
：の
不
均
衡
の
国
内
経
済
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へ
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波
及
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r
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す
る
手
段
で
お̂:
，
し
だ
が
っ
て
、：
必.要
ど
さ
れ
る
国
際
流
動
性
準
備
暈
ば
、

」

基
求
的
に
は
1,

各
国
0 

衡
の
規
模
と
ぞ.の
性
質
^

よ
：っ
て
決
定
さ1れ
る
よ
欠
に
考
え
ら
れ.る
。':
:
-
:ま
た
朽
ル
危
微
：の
解_決
も
根
本
ば
ア
.メ
リ
ヵ
.の
国
際
収
支
の
赤
字
是
正
に
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こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
明
ら
か
な
よ̂
迄
ノ
現
在
の
国
際
金
融
の
中
心
問
題
を
か
象
お
こ
し
た
吖
は
-
见
瓦
ひ
妃
中
心
ど
す
み
西
故
諸
国
の
急
速

な
経
済
発
展
と
ア.
メ「

リ
ヵ
0 :

相
対
的
な
弱
化
’

：先
ぞ
後
進
国
間
の
発
展
搭
差.办
敏
大
货
知
坑
、
マ
こ
ぁ
解
決
を
总
右
ず
る
の
は
、
へ：金
融
面
で
は
、
'治

£

0

を
中
心
と
す
る
経
済
統
合
の
こ
：
.の
侧
面
の
今
後
の_進
展
'で
あ
り
、:

よ
り
本
質
的
な
面
で
は
、
経
済
構
造
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
諸
変
化
が
今
後

.
、

.

.

.
* 

- 

‘ 

- 

. 

y

.
 

:
•-
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V 

.

ど
ぅ
な
っ
て
.
い
く
か
：で
あ
る
。
.：：
こ
こ
.に
囯
際
金
融
分
析
に
お
け
る
：一
つ
の
視
角
が
明
確
化
さ
れ
る
。

.そ
れ
は
、

こ
の
分
析
に
お
い
て
、
勿
論
金
融

. 

.

. 

. .
.

■
一-. 

-■

プ
ド
。ハ
ー
の
問
題
ど
し
て
把
握
す
るな
お
% ;

可
能
：か
，.つ
肴
用
^

ぁ
：を
於
、
：：よ
り
本
質
的
控̂

丛

-
(

主 5 
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■

済
構
造
的
接
近
方
法
が
重
要
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
：い
よ
ぅ
に
思
お
：れ
る

-

#
か
お
:̂:

国
際
金
融
分
析
办
目
標
ば
、

「

調
和
：̂

世
界
経
済
運
営
の

.

.

.

.
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た
め
の
国
際
通
貨‘
鑫

制

度

..
>::
'
政
策
の
実
|

ぁ
り
、
こ..
れ
ら
は
世
界
経
済
自
依
の
調
和
的•
蹇

的

懂

f

提
と
せ
ず
に
は
、
：
実
現
す
る 

経
済
統
合(

t
<
^
E
E
C)

の
通
貨
.
，
金

融

的

侧

而

と

内

外

均

衡

: 

.
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一
一
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一
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七
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こ
：■と
が

：で1:

茗

で

あ

右
'。：
_

礙

、
：
：盔

ら
な.
い
で
あ
る
う
。
：
こ
のi

う
售
際
金
融
分̂

の
二
：
.
つ
の
視
角_

:
さ

れ

ま

た

见
£
0

に
お
げ
る.
-
の
問
題
の
展
開
が
今
後
办
世
界
を
左
右
す
；石
主
费
&(
勢
因
と.
疆

^

お

岑

.
研
究
が
必
要
と
さ
れ
這
る

Q

で
I

。
こ
こ
で
：は.、ソ
，1

点
の
究
明
は
む
じ
ろ
今
後©
麗

と

し

て

、.
そ
の
基
本
に
存
す
る
統
合
'に
お
け
る
内 

'外

均

衡

の

達

成

の

，間

題

に

集

中

し

て

；い

く

。

 

,

.-
:

.-
第
三
幅
，ン
上
述
の
経
済
統
合|

展

ぉ

よ

び

世

界

経

済

の

展

開

、

讓

金

融

.
裏

要

問
題
が
、
：未

蠶

を

必

要|

て
い
る
ほ
が
に
、：
饔

流
 

合
の
通
貨
•
金
融
的
側
面
の
もS

極

的

墓

義

が

義
2

る

。
：
フ
通
»

左

融

面

に
^̂

経
済
；•
国
際
金
融
を
支
配1

こ
と
にI

I

、
基
本
的.

I
則
r
方
向
で
あ
紀
よ
る

.
度
の
採
用
が
国
際
通
貨
制
度
にI
い
：f

金

本

箭

轰

現

し
I

と
く
、
..
持

_

'

泰 

い
る
管
理
通
貨
即
度
が
、
：
国

麗
 

貨
の
支
配
原
則
とf

、';
'-
世
界
的
な
中
央
銀
行
が
実
現
し
て
，
>
世
界
通
»-
が

楽

存

靡

を

よ

う

聽

る

益

わ

免

じ

か

し

現

状

春

い

て

す 

々
に
世
界
管
理
通
貨
制
度
が
実
現
可
能
で
あ
る
と
考
f

こ
とg

で
ぎ_

。：

む
U

ろ)f  _

的
な
通
貨
制
度
か
ら
；
各
地
域
め
齡
済
統
合
を
欺
体 

と
し
て
地
域
的
な.
管
理
通
貨
麗
が
実
現
；し‘、
さ
ら
に
そ
れ
を
総
括
す
る
よ
.
う
な
形
で
世
界®

通

貨

麗

が

実

辑

さ

.れ
る
よう

に
考
え
ら
れ 

る
。■へ
し|

っ
て> 

こ
こ>

国
醫
貨
制
度
の
将
来
を
規
定
す
る
も
の
と
ー
レ
で
^
^

的
理
由
が
‘あ令

：；

f

フ
ィ
I

の
論
者
が
、：
. *
界
中
央
銀
行
べ
の'
一
過
程
と
し
孓̂

の
&
害
'の
重
要
性
を
強
調:1,
.

r -
し
1
実
験
の
舞
台
と1>
て
，
期

待

し

て

.
い
|10
の
も
，
こ
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
滩̂
•

:

こ
の
：1.
翌

体

制
i

麗
貨
制
度
の
改
革
の
動I

経
済
統
合
め
動
き
と
を
関
連
づ
け
て
追
求
R
 

に
積
_

^

な
意
義
麗
め
る
こ
と
に
も
、
こ
：こ
で
は
十
分
に
.は

究

明

す

る

こ

と

き

含

：い
が
、
新
し
い
も
う
-*
'

マ

齧

ら
れ
る 0
 

.

■
.

 

ノ
 

：:
:
': 
;
 

■
'•

し.

'
-
.

1.

か
よ
う
な
本
問
題
研
究
の
莲
本
的
態
度
お
.よ
び
理
由
に
も
と
づ
:^
、.
ま
ず
、
経
済
統
合
に.お
け.
る
通
貨.
-;
:
金
融
問
題.
の
位
置
、、つ
け
を
行
な
い
、
 

と
-り
あ
げ
るP

題
の
範
囲
を
明
確
化
す
る
。
と
同
時
に
現
実
的
な
統
合

(

E
E
C) .

を
と
ら
え
て
、
そ
の
歴
史
的•
具
体
的
検
討
を
行
な
う。.

こ 

の
結
果
、：_本
問
題.
の
根
本
は
、
経
済
統
合
に
お
げ
る
内
外̂«

の
達
成
；«

持
と
そ_
の
だ
め
の
方
策
の̂

明
に
あ
る
こ
と
が
明
ら‘か
'と
な
ゥ
、
第

一1

に
理
論
的
に
両
均
衡
の
同
時
的
達
成
と
，そ
の
方
途
を
考
慮
し
、

:
統
合
に
お
い
て
い
：か
な
る
特
殊
性
.
制
約
性
が
附
加
さ
れ
る
か
を
と
く
に
究
明

* 

,
 

: 

■
 
.
 
.
:■
.
 

-

:

■

.

す
る
。
第
三
に
は
、
.E
E
C
に
お
け
る
具
体
的
な
進
展
に
み
ら
れ
る
そ
の
制
度
的
*
現
実
的
な
展
開
と
内
外
均
衡
の
問
題
を
考
察
し
、
最
後
に
今

後
の
展
望
を
行
な
う
。

.

-

'

•  

.  

•

 

.

 

.

本
研
究
に
‘お
い
ては
、
，
す
で
に
明
確
化
し
た
，分
析
の
基
本
的
な
視
角
を
さ
ら
に
限
定
し
て
統
合
に
お
げ
る
内
外
均
衡
の
問
題
に
し
ぼ
り
、
理
論 

併
•
現
実
的
検
討
を
合
わ
せ
行
な
う
よ
う
に
：つ
と
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち

'.
そ
：の
第
一
.：次
的
资
近
で
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
さ
ら
に
、
、次
の
ご
と
き

• .
:

 
.
 

•

 

•

.

つ.
.. 

•

 I

 

.

糊
題
点
と
限
定
が
存
在
す
る
。
第
一
.
に
、
経
済
銃
合
は
本
質
的
に
は
政
治
現
象
で
あ
り
、
と
く

.
に
通
貨.

金

融

面

に

お

け

る

_

罾

の

進

展

が

な

さ

. 

れ
る
た
め
に
は
、
.
政
治
統
合
8

現
が
前
提
と
さ
れ
て
い
な
く
てI

s

い
。
こI

も
本

済
的
側
面
^
重
点
を
お
く
。
第
二
に
、
.
経

済

統

合

，
一

般

に

お

け

る

通

貨

•
金
融
問
題
も
と
り
あ
げ
る
が
、
'.
現
実
的
な
対
象
と
し
て
は
、E
E
C
.に

:

(

注
10) 

>
.
:
, 

:

/■:
:

'.
.
:
.
.
-
•
.
、
：
.

■'
•
‘ 

.

, 

.

-
.

H

 ,
 

^

'
:
へ',,.

ベ

ジ

へ
-.
V' 

V

(

注
1〕

.
筆
者
の
経
済
統
合
に
関
す
る
本
質
的
な
理
解..理
.論
的
解
明
.
こ
こ
：で
'扱
わ
な
い
そ
の'他
の
商
題
.に
関
し
て
.は
、
，以
下
の
矹
稿
の
諸
論
文
を
参
照
し
て 

い
た
だ
き
.た
い
0

1
遥

界

経

済

に

お

け

：る

統

合

化

：の
動
き

」

.'

.:
ァ
^
ァ
：に-お
け

る

経

济

統

％

の

(

可
能
性

と

务

并

』

:;
'砰
究
参
考
資
料
第
ー
ー
十
六
齡
、

.令
^

.済
研
究
所
。
2

「

経
済
統
合
の
理
論
と
実
態

」
『

三
.田
学
会
雜
誌』

—九

六

：
ニ

年

十

六

一

一

一

年

ニ

 

'月
号
。

4 

'
へ、
経
済
統
合
现
論€)
確

立
に
闕
す
る
ー
'#
察」

：『M

際
経
隊』

」

士
四
号
、'.
.日
本
評
論
新
社
。'-
.
1
0.'
'
'-
1低
翼

国

歡

済

統

合
.の
理
論
と
そ
の
適
服

」

：『

世 

.

.:
#
経
済
評
論』

.:
'六
三
年
四
月
号「

6;
;

S
E
:
E
:
P

と
：第n

蔭

」

；'『

欧
州
経
济
統
合
の
汾
斯
と
展
望
デ
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
：

r

九
六
四
年
三
月
刊
予
定
。
，

(

注
£)

：勿
論
、.'
多

:<
:
:の
^
表
的
な
統
合
尤
関
す
る
文
献
に
お
れ
で
そ
の
一
摩
を
あ
て
て
本
問
題
の
究
明
は
行
な
わ
れ
て
い
を
が
、

^

分

な

も
.の
と
は
'い
え
な 

い
：̂
う
に
思
わ
.れ
る
。

Economic Unions, 

London, 

1953, chap, n
.
(

景3.

哲

夫

訳『

経
済
紘
ム
ロ
叹
問
題

』

：文
雅
堂
、

一
 

力
六
〇
年
、
第11

章)

、hs
c
i
t

 
复
 

W
e
s
t
e
r
n

 E
u
r
opean Integration, 

Lpndon, 

1
9
500,H
.
.

(

中
：島
正
#.
^
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P
M
済

理
論
と

-■
:経
済
統
合
<と
く
に
卫
£
0

)

.の
:3
1
貨

*-
金
融
的
侧
面
と
内
外
办
衡：
'.



西
欧
経
済
統
合』

タ
ィ
ヤ
モ
ン
ド
社
、一

九

六

.年
、
：
第
二
部

)

、R. Sannwald und 

^

IV. 

I
s
.(

島
野
卓
爾
訳『

経
済
統
合
の
i

理
論』

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、，
一
九
六
ニ
年
、
證

章

)

、
^
 

^
 

f

 

H

 

Integration, Homew
o
o
d
,

白inois, 

1961, chap.1
2
.
(

中
島
正
信
訳『

経
済
統
合
の
理
齓』

ダ
ィ
ヤ
モ
ン
ド
社
、一

九
六
三
年
、
第
十
二
章

)

な
ど
。

•(

注.3)

. - 
^

0

W

.

0

, 

 ̂

- 

,

:

:'
■
:■.

(

注
4) 

s. E. Harris, 
(ed,' by) The Dollar in Crisis, . N

e

与 Yprk, 

1961. 

v 

づ(

注
£

..
-
^
田

高

-^「

自
油
化
と
国
際
通
貨
体
制
丨
そ
の
療
論
的
考
察

—
」

-'
,
;

『

調
查
と
拼
究』

第

豪 

•

£
6
,

) 

 ̂

I

 

1962.(

大
来
佐
武
郎
訳『

世
界
経
済
の
：形
成

』

.竹
‘内
書
苫
、

一
九
六
三
年
。
な
拎 

'■油
稿
の
書
評
が
.三
曲
学
会
雑
誌T

九
_

年
五
月
号
.に
.ぎ

'
ぞ
 

:

ラ 

，
；
、
..
-

3 
ニ

辞

1

(

注.
？>

堀
江
薰
雄'『

国
際
通
貨
基
金
の
研
究
；

』

。
岩
膨
書
店
、1-

九
六
：

11

年
l

V.
:(

注
0
 K

 

.謂

n. Gold

羅

the Dollar, crisis,#

汽

！

^
'
1
9
6
0
.
^
^

 

V
小

島

清

震『

金
と
ド
ル
の
危
機』

勁
草
書
房
、

,
.
'(

注
S)  

'
太
原
進『

ふ
於
体
制
と
、磐
6
卜
通
貨
面
か
ら
み
た
新
欧
州
の
桃
戦

』

：：
.
'«-
洋
経
済
新̂

:

♦

興
味
あ
る
小
冊牙
で
：.あ
る
0

, 

; 

. 

■
.
カ

ス

マ

一

(

4

)

そ
の
理
由
は
び
君
が
も
つ
と
も
進
ん
だ
統
合
で
あ
り
、
本
問
題
に
関
す
る
進
展
が
：み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

.
な
お
本
分
析
の
対
象
はI

国
統
合
で
' 

ン
あ.
つ
て.

低
開
発
国
に
お
け
る
本
問
題
は
、
全
く
別
の
と
り
孩
い
が
必
要

_

ろ
ぅ
、.
な
，お
拙
稿
論
管
参〒

：
/;

:•
.
、
.
. 

:

.

.... 

ン

.

.

.

.

.

.

. 

• 

-
' 

.

.

.

.

.
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.
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•
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.
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.
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.
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.
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'
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t

.

 

-
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.
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.
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•

.

.

:
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'

こ
こ
で
は
経
済
統
合
に
お
け
る
.
通
貨
•
'
金
融
問
題
の
意
義
と# :
殊
性
お
..上
びど.
り

あ

げ

る.
ま

，た
：は

対

象

匕

す

る

問

題

の

範

囲

を

明

ら

が

.に
す 

y 
0
 •
 

-
-
-
-

■'
.

.
る

：':.

/:
■-
.:

■
■

'. 
:
.

一へ.-」

：
..':

:

」

：

:*-
■
 .
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■.-
"

一. 

:
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::ソ.
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-
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.
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一
:
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■
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-
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:

.
経
済
統
合I

け
る
通
貨
，
金
融
問
題
は
、$

渗
に
お
い
て
明
確
化
し
た
ょI
’

：
本
質
^

.:
 

>.':
•:■.
'•>. 

.. 

- 

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

が 

.

•
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■
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■
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\

連
し
て
お
り
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
.
統
合
全
体
あ
る.
い
は
：加
盟
各
国
の
内
外
均
衡
の
達
成
の
究
明
に
ほ
が
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
何
汝
な
ら
、
こ 

の
面
に
お
け
る
統
合
の
も-?
と

も

進

ん

：だ

形

態

で

あ

を

瓶

貨

同

盟

丨
共
通
通
貨
制
度
は
ぐ
金
酿
レ
為
替
政
策
め
調
整

」

統
'
一
化
、
.
：

単
：}

共

通

通

貨

に

よ

り

、
.
諸

隱

运

けI

f
 _

し

、':
そ

の

安
_

s

塞

f

易

に
す
る
こ
と
を

目

的

と

し

て
い

る

か

，
ら

、
で

あ

る

。
-:
'
'ま.
た
：'金

融§

の

主

要

な
.
手

段

％

、
：
_

内

に

お

け

る

^'
ン
：.フ
レ
ー
シ
リ
ョ
ン
•
デ
フ
レ
ー
シ
ョ 

ン
：の
除
去
，
国
内
均
衡
の
実
現
お
よ
び
国
際
収
支
の
均
衡
化
の

.
目
的
を
％

っ
ズ
採
用
さ
れ
て
：お
ち
 

統
合
の 

内
外
均
銜
の
逄
成
の
：た
め
に
行
な
わ'れ
る
と
1:
>
え
よ
5
。：：‘
：
へ.

/'
:
,
:
:'
:
:
v
-
-'/

v
'

.

パ

V 
-
.

か
よ
ぅ
に
、'
通

貨
.1
金

融

商

の

統

合

の

意

義

な

り
本
質
が
Q
を
解
釈
す
る
；と
、
：：こ
；こ
：で
と
り
あ
げ
を
問
題
の
.範
囲
ゆ
^
^

金
融
面
の.
み
で
な
く
、
通
貨
：
.
1

融

政

策

と

同

一

，の

効

果

を

：も

つ

、
，
あ

'る
い
は
そ
れ
を
積
極
的
に
補
足
す
る
：卵
政
面
‘
財
政
政
策
さ
ら
に
は
生
産

.
要
素
移
®'
;
等.
も
ま
た
，
考
慮
の
対
象.と
し
な
け
れ
ば
：な
ら^:
い
。
何
故
な&
、.
内
外
均
衡
の
：問
題
は
、
ノ
実
物
ゆ
經
済
面
に
お
け
る
均
衡
す
な
わ
：ち

.

. 

.. 

- 

.  
. . .

.

■

. 
'

坐
產
と
賀
易
に
お
け
る
均
衡
の
金
融
的
表
現
；で
あ
り
、
：
単
に
通
貨

'
金
融
面
に
お.
い
て
と'ら
：え
ら
れ
る
の
み
：で
な̂

要
が
あ
る
と
と
も
に
、
へ：通
貨
：
'
金
融
政
策
で
は
是
正
し
え
な
げ
よ5
&
|

^
衡
が
存
在
す
る
が
ら
で
：あ
辟01)

. 

、
:.

.'
'経
済
統
合
に
お
け
る
内
外
均#.

の
問
題
^
'

無

貨
>-
;
金
融
：.
：
：
財

政

そ

の

他

の

：

.
面

ぬ

わ

た？^

.
っ.
て

よ

い

。
' ;
.:
'
'
'

ハ',
"

.

.

.

 

• 

.

.

:

:

だ

が

経

済

統

合

に

よ

：
巧
て

_

加
さ
：れ
が
特
殊
性
が
理
解さ
.れ
ね
ば.
な
ら
な
い
。
.

そ
の
特
殊
性
は.
経
済
統
合
の
；本
質

：

>
:

特

殊

：

性
：：：

よ
"り
生
じ
.て
い

(

*w.
2 
ノ.

. '  
..

る
。”
第
ザ
に
、
；統
合
は
地
域
的
に
制
約
ざ
れ
>ィ
全
世
界
的
な
%:
の
：で
な.
い
ー£

和
^

各
加
盟
国
の
三_

め
立
場
倥
分
け
て
考
察
ざ
れ
ね
.
ば
な
ら
ず
';
'
複
雑.
北
#
れ
.秀 

ベ

ラ

•
パ
ラ
.ッ
サ
に
よ.
れ

ば

、■:
プ
'ロ
セ
：ス 

ざ
状
態
：之
め.一：：

一
様
に
定
義
ざ
；れ

、
；
：：
各

国

0 '
主
権
の
統
合
の
中
央
機
関̂

な.
わ.
ち
、';
:
-#
'
加
盟
国
與
超.
掛

家

機

関

；に

主

権

办

給

^̂̂̂ 

一
 

国
化
し
た
完
全
経
済
統
合
か
ら
、
単
に
加
盟
諸
国
間
に 

.

_
経
済
統
合(

と
く
に
£
£
,
£
の
：通
貨
.，
金
融
的
侧
面
と
内
外
均
衡

.

:

• 

- 

ニ
七
.(

ニ

'
--
*)



:

お
：け
る
関
税
省
よ
欲
数
量
制
服
於
撤
腐
1
_

て

域

内

の

.商

品

啟

動

が

^
由
化
^
れ
た
良
由
實
易
地f
^
3

分
析
に
当
っ
て
も
、
こ
の
統
合
の
段
階
•
形
態
に
応
じ
て
の
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
，

. #
察=

段
階
論
的
接
近'故
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿 

論
、
通

貨

•
金
融
面
で
の
統
合
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
：
統
合
が
か
•な
り
進
ん
：だ
段
階
で
あ
る
こ
と
は
い
ぅ
迄
も
な
い
。
し
か
し

こ
こ
で「

統

ムf

化
の
：論
理5

哎
存
银
に
注
目
尤
釦
铃
要
が
_

|
:

勾
€>
;
内
容
は
、八
 

た

；
.な

ら

..

..

..

.

 .
.
;•
.■.•:■.. 

. 
:  .... 

. 

-  . :  
•• + -. 

.
•;

>'
. 

-:■• ..... 

.

■'..
..
..
 ..
.
 .
.
.
.
 .
 

- .
 

.....

... 

一
 

.

.
ば
、
そ
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
展
し
、
効
果
.
あ
る
，た
め
に
は
、；
統
合
は
ま
す
ま
す
そ
.
の
段
階
を
深
め
、
多
ぐ.の
部

門

：
；
，
：侧

面

ぬ

統

合

を

拡

大

じ

て

卜 

か
ね
'は
な
ら
な
い
と.
い
ぅ
も.
の
で
あ
る
。
,
例.
ぇ.
ば
、
自
由
貿
易
地
域
は
対
外
：

g

に
は
共
通
関
税
を
設
定
し
て
い
な
•
い
が
、
，加
盟
諸
国
に
.お
け
る
域 

外
刚
税
ゆ
相
遠
は
、
域
内
の
低
亂
税
脚
_

国.
に
^,
2>
高
斷
税
賦
課
国
，へ
.
の
« ;
輸
出
と
い
っ
た
,̂ -
!2
间
関
歡
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無
効.
化
し
、
関
税
司
盟
へ
発
^
さ
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;
る
契
機
を
含
ん
で1 '
忘
：1-
、
^
だ
関
税
陳
盟
ば
、；：各
国
の
全
融
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財

、す
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た
め
に
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ぞ
の
政
策.を
統
合
全#
と
レ

て
調
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^
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生
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統
ム
ロ
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ー
そ
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.
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連
す
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々
な
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業
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存
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ぞ
办
部
門
だ
げ̂

ば
と
ど
ぞ
ダ
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し
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：
全
部
門
に
^
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さ
れ
る
必
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^

^ .
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の
'で
あ
る
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第
三
に
、：
経
済
統
合
は
、
：そ
：の
段
階

_
‘

_内
容
に
応
じ
て
、.

内
外
均
衡
の
達
成
と
く
に
国
際
収
支
め
均
衡
へ
の
方
策
に
関
し
て
、
種
々
な
る
制
約
と 

特
殊
性
を
附
加
す
る
。
完
全
経
济
綠
合
に
お
い
て
は
、
，
全
く
一
国
的
な
場
合
と

.

同
様
で
あ
，り'

加
盟
諸
国
間
の
内
外
均
衡
の
問
題
は
、
国
内
諸
地 

域
間
の
問
題
と
じ
て処
理
セ
き
る
。

こ
の
場
合
を
頂
点
；と
し
て
、
經
済
統
合
は
r

少
な
く

.

と
も
統
合
内
に
お
げ
'各自
由
競
争
，自
由
貿
易
の
実
現 

を
内
容
と
し
て
いる
か

ら

、

そ
の
均
衡
達
成
の
手
段
の
若
干

'

の
採
用
を
不
可
能.

に
：す
る

と.
と
_ぢ

に
、：
逆
に
統
合
特
有
の
新
しい

手
段
が
つ
け
加
え 

ら
れ
る
こ
と.

に
'

な
る
。

こ
こ
で.

は
現

_

的
な
視
点
を
重»

し
て
、•'
■
■実
現
可
能
な.

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お.

け
を
最
適
な
手
段
を
考
慮
す
る
。：

•

ま
た
対
外
均
衡
達
成
の
手
段
は
、
世
界
：的

な

settin
g
:

の
進
展
.
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先
進
諸
国
の1
九
五
八
年
：末
の
通
貨
交
換
性
の
回
復
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貿

易

.の

自

由

化

•
多

角

化
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、
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.
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史
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経
済
統
合
一
般̂

考
察
で
は
な
く
て
ノ
瓦
瓦
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と
い
ぅ
現
実
的
な
統
合
に
お
け
る
本
問
題
の
規
定
と
位
置
づ
け
を
フ
欧
州
経
済
共
同
体
を
設
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す
る
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ロ
ー
、マ
条
約
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ょ
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察

す

る

。
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：
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約
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.
て
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'
本
問
題
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^
る
具
体
的
な
規
定
'
明
確
な
灰
向
づ
げ
が
全
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存
在
し
て
い
な.
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こ
と
が
、;:
ま

ず

指

摘

洛

れ

ょ

シ

ソ
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ぺ
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共
同
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目
的
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、
共
同
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設
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ぺ
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さ
せ
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ニ
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•
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太
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安
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す
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す
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が
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保
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整
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収
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整
、
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欧
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⑴
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⑶
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問
題
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ヴ
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、
被

弋

过

た

中

央

銀

编

互

関

係

を

：設

義

务

V

豪

:貨
問
題
K

関

す

る

政

策

腐
_

■

歲

.た

め

問

機

関

名
^
^
 ̂

共

同

 

体
の
通
貨
♦
.金
融
事
策
■

び
i

盟
国
の
二
襄
支
払
方
式
を
検
討W
 

:

報

專
|

4

_

埋
事
会
S

湯

羨

要

請

に

4

り

ま
6

自

漏
 

ま
I

る
と
と
、
；

奪
」
.：

_

ブ1
^

癸

：
てI.

限

り

、
，
：
商

嘮

_

務

看

は

資

本

；の

交

換

、
，資

す
'る

ヵ

盟

国

の

通

貨

に

ょ

!̂
待
な
歲〕
^
を

>:
'
認
め
る
'>」

ど
を
約
束
す
る」

：
^
第
do

六
条>
ぐ
等
め
髮_

の
既
由
化
^-
行

な
久
^̂
 

I

ト

に
. |

与

も

，『

讀

は

為

替
4
丨
ト
栏
関
す|

策
を>
'

共
通
|

矛
盾
：し
、'::.

鸾

蘼
■

*

件
I

I

妨
害
：をf
 
f
 _

方
式
で
、
：氣

.
他

の

加

盟

国

編

童

忆

限

ら

れ

だ

期

間

t
_

f

な
変
更
が
友
ぼ
げ
結
果f

姐
す
I

め.

I
要
な
擒
f
>

パ

委

蒼 

方
式 

:'H

と
る
こ
I

認
め
'る
こ
一
と
が.
で
き
る」 .
s
'l.
o,
七
条)：，
と
定
：

め
-
;

0

b

a

^

^

.国
際
収
重
悪S

1

合
の
措
置
を
と
り
：あ
げ
て
い
る
。

t

加
盟
国
奮
際
収
支
塞
般
的
不
均
衡6

り
、
I

困
難
1

同
体
：の
違'
f 

と
き
に
は
ノ
委
員
会
が
と̂
問
題
を
謹
し
マ
そ
め
措
置
を
提
示
ち̂
の
採
用
泰
告
す
る̂̂^

員
会
に
ょ
り
示
唆
さ
れ
た
措
置
が
、-i
t
商
し
ま
I

脅
咸
を
f

て
い
る
困
難
を
克
服
す
る

に

ま

で

な ̂

I
 

蒙

通

貨

評

議
^

と
：協

議

の

搽

、

理

»

含

対

乙

、
.
相

互

援

助

を

与

ぇ

る

こ

と

ぉ

：
ょ
：
：
び

そ

^
が
た
め
：の
懸
な
方
法
を

(

勧

告

す

る

。
.
^
;
し

て 

「

国

際

収

支

が

：急

激

に

:|
化
し
：： .

か
つ
，第4
0

八
条
に
い
奚
定
が
直
ち
に
と
裳
 

：

当

該

加

最

は

、。
必
要
な
与
1
フ
ガ
I

ド

措
置
を
と
り
あ
え
ず
と
る
こ
と
が
.
で
き
る
。
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一
こ
れ
ら
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
と
し
て
、
ま
ず
加
盟
各
国
の
内
外
均
衡
の

.
達

成
•
維
持
、
各
国
：の
安
定
的•
均
衡
的
発
展
が
そ
の
基
本
的
な

. 

. 

• 

. 

-

目
的
で
あ
る
こ
と.
は
明
示
：さ
れ
て
ばv>
る
が
、
.
：.そ.
の
た
め
：の
真
体
的
な
方
策
，

V
.

統
合
化
'の
ス
ヶ
ジ
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I
ル.
に
関
し
て
は
全
く
不
明
確
で
あ
る
。
た

.

.
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だ
そ
の
た
め
に
必
要
な
手
段
を
各
国
が
と
り
、
通
貨
評
議
会
の
設
立
等
に
ょ
り

、'
 

各
国
の
経
済
政
策
の
調
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調
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を
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か
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の
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と
く
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に
通
貨
*
金
融
面
の.
統

合

化

，
は
、

全

然

？
丨

.
，
マ
条
約
め
；
規

定

に

.
は
存
在
せ
ず
、'
空
白
と
な
つ
て̂ ̂

:

ン

%
. 

. 

.

.
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.... 

.

.

.

.

こ
の
事
実
を
ど
の
ょ
，
に
解
釈
す
べ
：き
か
に
は
、

:
-

つ
の
全
く
こ
と
な
：る
見
敝
が̂
在

す

る

。
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.
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条
約
そ
の
も
の
、が
全
く
不
完
全
な
条
約
で
あ
り
、

..
E
E
G
に
：お
い
て
は
、
通
貨
，
金
融
面
の
統
合
ま
で
の
実
行
を
考
え
て

.
い
な
い.
と
す
る
韩
_釈
で
 

，
 

あ
り
、
、国
際
法
学
者
に
多
く
み
ら
れ
る
，
第—*
：
一
：
は

、

積

極

的

^
理
解
で
あ
つ
て'.

む

：
し

ろ

こ

：
の

.
ょ
ぅ
な
曖
昧
な
規
定
に
意
義
を
認
め
、
経
済
統
合 

.
の
現
実
的
な
進
展
に
と
も
な0..
て
、
通
貨
鳥
，

：

金_
 
•..
為
替
歃
：の
統
合
が
氣
体
化
さ
扠
て1>
く
の
が
望
ま
1;
:
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-
、
ブ

こ

め

お

ぅ

な
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縮

性
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つ
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.
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あ
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通
貨
> 
金
融
面
の
：統
合
の
実
現
.
の
た.
め
に
は:

各
国
の
経
済
的
主
権
の
大
き
な
譲
渡
が
必
要
で
^
り
、■'.
■す
：で
に
指
摘
し
た
ょ.ぅ
に

.そ

の

前

提

と 

し
て
、
政
治
統
合
が
実
現
さ
れ
て
い
な
.
け
れ
ば
な
ら
な
？い
。
じ
た
が
.
0:
て
、
£

£

0
の
構
想」

成
* -
の
当
初
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お
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て
、
.
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統
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確

か
つ
具
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的
に
規
定
す
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と
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不
可
能
で
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た
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当
然
で
あ
り
、
も
し
こ
の
面
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目
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融
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；
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す
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こ
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究
明
ぬ
先
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E
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近
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発

展

に

い

た
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国
際
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移
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^
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貿
易
障
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国
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収
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ヶ
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し
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。
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れ
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；
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.

：'.

ニ■■
:.
と

く

ぬ

第

一

一

次

大

證

め

初

期

'の

時

期
_

音

馨

達
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。
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。
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：；。
と
く̂

統
合.
が.
種.
々
な
る
段
階‘
形
態
を
^
夺

こ

と

に

ょ

り

、

ー

看

複

雑

化

さ

，れ
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さ
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さ
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。
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収
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収
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し
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な
る
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さ
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れ
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字
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追
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.
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。
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双
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に.
ほ
か
纪
ら
な
い
。
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世
界
経
済
の
均
衡
的
発
展
に
と
っ
て
重
要
で
あ
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.

ノ
 
.
.

 

.

■ 

- 

- 

- 

• 

•

第
四
に
、.
こ
：の.
内
外
不
均
衡
の
性
質
と
ぞ
の
要
因
を
つ0込
ん
で
：究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
.
'こ
：で̂

‘ 

.

.

.

 

• 
• 
• 
•

て
い
え
ば<
■■
そ
れ
は
三,

を
大
別
で
き
る
ょ
う
：に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
' 
一
時
的
‘
循
環
的
不
均
衡
、
永
続
的‘
；長
期
的
不
均
衡
、
構
造
的
不 

均
衡
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
，
永
続
的
.
，
長
期
的
不
均
衡
ゆ
、：

.
国
際
収
支
め
基
本
的
調
整
策
の
発
動
を
路
要
と
1>
、
...
'
'
'̂ 

.

•  

「  

-  

■ .V 
.

不
均
衡
と
す
る。
' 機
造
的
不.
均
衡
ば
、：

こ
'の
ょ
う
な
基
本
的
調
整
策
が
発
動
し
て%;
是
正
で
き
な
：い
,3
:
;ヶ
な
不
均
衡
と
考
え
た
い
。
こ
れ
.は
小
島

(

注 3.)

.

,

清
教
授
の
実
際
的
ド
ル
：不
足
.

理
論
的
ド
ル
不
足
：に
対
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。

'

.

:

.

.

.

■.

'

 
.

 

ベ.
.

■

,

■■.

.

 -

;■
.■
:
..''
..
 :
 

..

■
.

 
v.
:
..
'
v;
..
).-..
..(

/

■■. 

,
 .
.
 

■■.:'
..
..

■-
'

.

.
n
:

両

均

衡

達

成

の

手

段

：

■
:

。
ご
こ
で
は
ビ
統
合
に
虼
^

両
坶
衡
達
成
め
方
策
爸
考
慮
ず
る
が
ツ
ま
ず 

.
.;
;.
:
-
第
：1
は
、:'-:.
統
合
加
盟
国
か
す
べ
て
が
.国
内
均
衡
優
先
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
弋

- 

. 

...

■ノ
 

「

. 

■ 

- 
- 

■ 
-

.

.

'

経
済
統
合(

と
く
に£
£
0)

の
通
貨.
金
融
的
侧
面
と
内
外
均
，衡

 

.

,

三

五(

一
一
八
九

)

• 

■ 

- 

J 

.

ス p
H.
b 
む̂
S3
t
む
辦
ぎVI
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:
1:-
“
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ぎ
ジ 

設
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.

遵
守
し
て.
い
：る
原
則
と
い
つ•
て
よ
い
。.

.

.

';
第
ー"
ー
は
、：翁
存0
統
合
形
態.
よ

々

考

え

で

广

こ

み

内

的

均

衡

達

成

め

_

は
、;

相 

る
と
：は
考
え̂V
れ
ず
、
主
:̂
し
1
洛_

盟.
屑
そ
れ
^
れ
の
：
経

済

政

策

0
分
野.
に
属
^ '-
る
と.
い
う
：
こ
'と
セ
あ
る
，

に
.は
限
度
が
あ
り
、
そ
の
全
体
と
し
て
の
調
塵
な
り
統

-
化
が
必
要
と
さ
れ
、
統
合
が
進
展
す
：る
、に
'し
た
が
い
、
こ
れ
が
美
現
.さ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
巧..
，”
'
一
.

.

^

 

へ
，..'
 

' 

'

•/
:
第m

は
、
^
の
よ
，う
な
国
内
均
衡
の
実
現
の
.
上
に
国
際
均
衡
の
銃
合
に
长
け
る
達
成
の
.
方
策
が
探
求
さ
れ
る
ど.い
：う
こ
と
で
あ
る
？

、
.

パ
第

四
は
,'
こ
れ
ら
の'手
段
の
選
択
に
当:̂
て
r

备
圉
は
国
際
協
力
の
精
神
を
ホ
分̂
尊
®
培

"
い

わ

ゆ

る

近

隣

窮

乏

化

的

な

政

^.
な
 

に
対
す
る
侵
略
的
な
手
段
は
採
用
し
な
い
：こ
と
で
あ
る
。
--
': 

、
V .

，
逆
.，

，：

‘

.

ゾ

:

.

こ
れ
ら
の
：原
則
に
：の

つ

ど

傳

、

.
，'
経
済
統
合.
に
お
げ.
る
内
外
均
衡
達
成
の̂
^
^
^

ど
の
よ
う
な
手
段
が
存
在
す
：る
が̂.
考
察
す
る
。
.中
心
は 

外
的
均
衡
達
成
の
方
策
に
.
お
き.
、.
統
合
に
よ
り
従
来
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
手
段
が
ど
の
よ
5

な•
変
容
を
う
け'
ど
の
よ
う
な
手
段
が
新
し
く
付W 

さ
れ
た
か
が
問
題
で
あ
る
ク
と
く
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方
策
め
も
ぬ
功
罪
を

^
 

f

若
干
究
明
I

湯

い

”
：リ
 

.
S

.

国
内
均
衡
の
達
腺
策-/
ダ

V-.,
-

.と
の

た

め

の

主
要
な
方
策
は
へ
周
知
の
財
政

•

^-
融
政
策
で
あ
る
財
政
政
策
と
し
て
は
、
租
税
政
策
•.
政
府
支
出
の
増
減
等
が
、
金
融
政
策 

と
し
て
は
..
1,.
金
利
政
策
':
• '
公
開
市
場
操
作
：，
預
金
準
備
制
度
等
が
挙
げ
ら
れ
：よ
う
。：，
そ
の
他
最
«
の
合
ろ

 

レ
：
除

：
去

の

た

.
め

の

賃

金

政
 

策
>
所

得

政

策

等

が

重

要

：ど
な
.
っ

セ

い

も

' :
'0

さ
ら
：に
よ
り
翁
期
的
な
汸
策
と
.
じ
て
'ば
、>
国

際

資

本

移

動

、
：：
ひ

ろ

く

：い
ら

^̂

,
す

る
-:
0
と
'こ
：で
は
、
.
：と
れ
ら
め
政
策
が.
も
つ
国
際
均
衡
：へ'の
影
響
乏
統
合
に
お
け.奋
^
^

,
こ
れ
ち
の
諸
方
策
は
、.:.
国

際

均

衡

達

成

の

方

策

と

.
し

^

も

同
-1
:

く

利

用

可

能

で

あ

^

。
，
；
金

融

/,
^
^
政
策

.

は >
:

ぃ
所
得
効
果
；

)

価
格
効
果
の
作■

 _

に
ょ
り
、

.：

国
内
の
，ィ
ン
：
フ
.
レー

シ
ョ.
ンV
Vデtv

レ
ー.
シ
ョ
シ
を
除
去
じ
パ
国
内
均
衡
を
も
た
ち
す
ど
同
時
に
ブ
ィ
ン
フ
レ
除
去
の
：た

め

の
方
策
の

.

.

.

.

.

.

.

.

■

.

.

 

'

 

..

.
 

.

 .

 

•

場
合
に
は

？

国
際
収
支
に.
黒

字

ぽ

カ

、

デ

ブ

レ

：
除

去

の

場

合

に

，：は

赤

字

tttR

を

与

え

る

>
J:.

と
：
に
：
な

り
: '
国
際
均
衡
に
も
ま
た
影
響
す
る
。
■同
時̂

. 

..

..

..

..

..

..

..

..

..

統
合
に.
お

い

：
て

は

、

:.
:
.
加

盟

各

国

に

国

內

i

達
成
の.
方
策
が
住
さ
れ
て
.いr e
も

、

■.
#_

が

全

く

_

の

カ

*

を
採
用
し
、
：
勝
手
な
行
動
を
.
と
る
こ
：

と
を
不
可
能
に
す
る
力
が
働
いて
い
る
。«

え

ば

、
.

加
盟
諸
国
が
デ
ラ
'

レ

除

去

.
の

た

あ

に

、：
：あ
る
国
.は
低
金
利
政
策
を
他
の
国
は
政
府
支
出
増
大

■ 

• 

• 

....... 

'
 

.
 

.
 

..

の
政
策
を
と.
っ
た
場
合
、
.
.
も

，し

両

国

間

に

資

本

移

動

が

自

*
で

あ

れ.ば

：
、

前

者

：
の

国

か

ら

後

者

；
の
：
国

べ

：
：
，

0
資
本
の.
旗
出
が
生
じ
、
.

ま

た

価

格

‘
競

.

争

力

：の

関

係

か

：ら

は

前

者

ぬ

国

が

有

利

化

し

、

価

格

‘：•»
争
条
件
の
歪
み
が
発
生
じ
、-:':
国
際
均
衡
fe
も
攪
乱
作
用
を
及
ぼ
す
。：
し
た
が0:
て
、
統

...

'.
’
+
•

 

. 

...
 

-

合

の

内

外

均

衡

の

達

成

：の
た

^

に

は

、
：
'.
国

内

均

衡

，の

手

段

が

各

国

0
自
由
裁
量
に
任
洛
れ̂

い
て
も
>'
;::統
合
全
体
と
し
て
少
な
く
と
：も
あ
る
程
度 

の
調
整.

同
調
化
が
必
然
化
さ
れ
て
い
る
。
'

;.

^

^
 

.

.

(

注 5

) 

.

.

.
(b
):
:
一
国
際
均
輿
の
達
成
策
り' 

-

ど

へ

ン

释

.
:と
と
で
^ '
:.
:そ

の

達

成

策

の

，
一

般

的

考

察

と

ど

^

に
、.：
統
合.
に
お
け
る
特
殊
性
の
考
察
が
重
要
で
あ
る
？
：そ
れ
ら
の
手
段
と

1

て.
、.

と
^
 

ら
れ
て
き
た
の
は
、
.
(1
)
国
際
流
動
性
準
備
，
，(2)
金

融

：：ナ

財

政

政

策

|

い

わ

、
ゆ

る

ィ

シ

'フ
レ
•
デ
フ
レ
政
策
、(3
)
為
替
相
場
の
変
更
、(4
)
直
接
統

-

-
■
.(

注 7

) 

•

.
制
ノ
⑶
生
産
要
寒
動
バ
と
べ
に
賓
法
ぃ
で
あ
る
ブ
経
済
統
合
に
お
仏
て
ヴ
名

 

て
若
平
の
：修
正
が
：な

さ

れ

る

ほ
_

■ 

'か
に
、：：
.
統
合
特
有
0:
手
段
，と
じ.
て
、
(1
)
通
貨
同
盟
。'-
';
共
通
通
貨
制
度”
^
超
国
家
的
な
機
関
悴
ょ
る
方
策
一
-
国
際
協
カ
に4:
る

双

方

的

調

整

、
， 

等
が
新
し
く
つ
け
加
わ
り
.
、
さ
ら
に
生
雇
素
移
動
が
：と
べ
に
重
要
性
を
%

っ

て

べ

る

。
：
：
ま

ず

前

者

^

ー：般
的
な
諸
手
段
を
順
次
と
り
あ
げ$

.

.

究
明
す
る.

:0.
:.::
'

、
. 
,
 ；
 

- 

- 

>

, 

V
.
.
.
 

へ.

ぐ
：
' 
.

'

■

'

■:
'

.
第

；
一

の

国

際

流

動

性

準

備

ゆ

、
：
金

：

.
、
外
貨
準
備
お
ょ
び
短
期
的
な
借
入
能
力
と
か
ら
な
り
、
国
際
収
支
の
木
均
衡
の

1

時
的
な
穴
埋
：め
な
い
し
対

■

.

.

'

■

.

-

'

.

I

.

.

.

.

.

.

'

.

.

:

.

.

 

.

...
 

.

外
的
な
本
均
衡
が
国
内
均
衡fe
与

：え

态

影

響

め

ン

窆

穿

:̂.
と
：
し.て
と

く

に

：重

要

で

あ

る

：ァ

っ

て

こ

の

方

策

は

、

:..
(1
)

純

粋

に

：：

1:
^
£
な

い
し 

'

循

環

的

.な

木

均

衡

忙

対

し

；
て

>
':
;
(2
)
他.
：の
：
適

正

な

是

正

策

を

ス

ム

ー

ズ

に

発

動

さ

：せ

る

だ

‘め
の.
つ
：な
ぎ
と.
し
て
、..
利
用
き
れ.
る
こ
と
が
望
ま1>
い
.。
,

:

•

:

.

:

.
経
済
統
合(

と
：く
に£
£
0

)

，の
通
貨
.
金
融
的
側
而
と
内
外
均
衡

 

'
三

七(

ニ
九
ー)

..

.

.

. 

.....

 

.

.

.

. 

.

.
.
.

 

•

.
'
.
.
.
.
ぐ

 

. 

.

: 

:
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'
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.
.
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統
合
S

い
ー
属)

加

盟

赛

の

協

基

金

等

I
.

S

の_

整

金

融

を

加

盟

国

に

、
供

与

す

る

囊

が

講

ぜ

ら

れ

て

：
い

る

。

か 

:

务
翁
ヵ
盟
国
の
茵選继準備想せ一裏

6

れ
て
お
りr:、.

各

輝

輩

,
i:
:
l
l

融
•
財
政
政
策
ば-

デ
フ
レ
.政
策
を 

行
な
V

国
際
収
支
のI
.

を
も
た
ら
|

$

|

の
で
あ
#.

と
く.

|
融
政
策
は
, '.
金
本
位
制
證
扭
け
る̂ 

.

ニ.
ズ
A
と
全
く 

同
じ
で
t

l

均
衡
を
無
視
し
虞_

均
衡
：の
達
成
を
優
先
す
るI

f
 ̂

，

夷

^

傭
i

漆

る

象

I

t

f

段
^

^

§

総

甕

お

を

票に
、

内

外

不
均
衡
の
組
合
せ
に
ょ一？P

は
、

Y

太

；っ̂
^

德

农

手

段
^

友

り

ぅ

る

：の

で

あ
る
。

入 

第

三

の

為

羃

場
I

更
t

i

 
l
i
'

の
形
態
：がf
 
f
 
^

霜
場
ぐ
自
由
変
動
為
替
相
場
でI

。
こ
れ
迄.
為

霜

場

の

蹇

が

有

効

でt

の
：か
ど
ぅ
か
、
ど
：の

馨

の採
用

が

望
6

^

つ

い

て

' 

は
':.

数
多
く
の
議
論
が
な
名
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
功
罪
：と
統
合
に
お
け
る
麗
点
を
指
摘
す

る

に
と

ど

め

(

%

)

，ま
ず
そ
の
長
所
，
A
J
b
l

は
'.
'

^

 

^

 

s
o

 

0

w

t

 

て
は
、
：I

質
#

附
加
的
な
変
動
を
も
た
ら
す
こ
と
、

v

資
本
移
動
を
阻
害
す
：る 

す
る
第
二
次I

s

在
、
そ
れ
が
効
果
あ
るI

の
安
定
条
件
が
充I

れ
ね
ば
f

な
.
い
こ
，高

統
合
に
お
い.
て
は
、
第
一
に
、
統
合
結
成
時S

い
て
各
国
の
貧
易
統
制
や
関
税
保
撃
の
程
度
が
相
違
し

.
て
お
り
、
そ
の
価
格
‘
競
争
関
係
の 

歪
み
を
是
正
す
る
た
め
の
為
替
相
場I

が
必
要
と
さ
れ
る
。
：第
二
に
、
貿
易̂

^

^

^

一
層
大
と
な
り
、ハ
変
更
の
有
靈
は
増
大
す
る
。
第

m

に
、
：
国

内

均

衡

政

策

が

統

合

加

盟

国

間

.で

実

行

さ

れ

て

い

る

な

ら

ば

、

太

S
 

の
変
更
は
證
し
な
い
。：
.
諸

に

統

合

菌

間

に

お

け

る

為

掌

衡

勘

定

の

.協
力
な
い
し
各
国
平
衡

勘

定

を

併

t
た

単

¥

麗

組

織
が
結
成
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
：
こ
の
よ

.
う
な
点
を
総
合
し
て
、
統
合
に
お
け
：る
変
動
為
替
相
場
制
度
の
採
用
を
推
奨
す
る
論
者
も
多
く
み
ら

れ
る
。.

,

- 

■ベ
'

.

: 

:

.

'

(

よ1
ン
 

,

第
四
の
直
接
統
制
は
、
統
合
に
よ
づ
：て
も
，っ
と
も
大
き
な
制
約
を
課
せ
ら
れ
る
。
統
合
の
主
要
目
的
が
、
統
合
内
の
直
接
統
制
を
散
藉
し
て
の 

自
由
貿
易
の
実
現
に
あ
る
以
上
、
若
千
の
セ

ー
ブ
ガ

I

ド
規
定
等
に
よ
り
、
こ
れ
ら
直
接
統
制
の
.
復
活
な
い
し
採
用
の
可
能
性
は
存
す
る
が
、
流 

合
内
の
均
衡
達
成
の
主
要
な
手
段
と
は
な
り
.
え
な
い
。
し
た
が
っ
て、

'

:
直
接
統
制
は
、
.

統
合
加
盟
諸
国
が
；域
外
諸
国
：に
対
し
て
課
す
る
も
の
■に
限

定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
際
、
加
盟
諸
国
が
、：

-
各
国
独
自
で
行.
な
う
場
合
義.
統

合

全

体

と

し

て

超

国

家

的

に

行

な

う

場

含

と

の

一

.
ー
つ
が
考
え

■ 

• 

•

.

-

.

•

 

.

ら
れ
る
。
よ
り
効
果
的
な
の
は
後
者
で
あ
るが
、
直
接
統
制
の
実
施
に
あ
た
り
各
国
.
：の

利

害

関

係

を

：ど

う

調

和

さ

せ

る

.か

に

は

大

き

な

問

題

が

存 

す
る
。
：：一.
般
的
'に
い
づ
て
、
直

接

統

制

は

：

国

際

収

支

の

各

項

目

を

直

接

的

^

統

制

し

よ
う
ど
；す

る

も

‘の
V

で
あ
'

.

ヴ
、

そ
の
効
果
は
直
接
的
か
つ 

迅
速
で
、
.
緊
急
を
要
す
る
場
合
な
い
し
選
択
的
統
制
を
行
な
う
場
合
に
は

.

«&
で
あ
る
が
、
国
際
权
支.の
不
自«

を

一

時

的

に

調

整

す

.る

に

す

ぎ 

ず
"
多
く
の
：
_
場
合
根
本
的
な
調
整
策
と
は
な
り'え
な
い
，

：
'

::ふ 

V
第
五
に
生
産
要
素
の
移
動
を

と
：.

り
あ
げ
る
。
'，
金
本
位
制
市
に
お
い
て
は
、
.
利
子
率
の
差
に
応
じ'て
，
規

期

資

本

移

動

が

ス

ム
ー
ズ
に

ラ

な

わ

れ

る

と
と
'に
、よ
つ
て
、
国
際均
衡
の
達
成
に
大
い
に
貢
献
し
た
：が
、
ま
た
投
機
的
な
資
本
な
い
'.し.
は
逃
避
的
な
資
本
移.
^

_  

..... 

* 

.

.

.

.

/

じ
ズ
お.
り>

資
本
移
動
は
多
く
の
場
合
統
制
さ
れ
て
い
る
。
,-
'
'統
合.
に
，̂

‘

均
衡
の
違
成
に.
果
す
資
本.

労
働
移
動
の
役
割
は
大
き
い
。
も
し
加
盟
諸
国
経
済
が
安
定
し
て

.
い

る

な

ら

ば

、
.
要

素

移

動

の

自
由
化
は
、
内
外
均 

衡
め
達
成
を
容
易
に
す
る
童
要
な
手
段
^
な
る
で
あ
ろ
§

。.

し

か

し

望

ま

し

；い

方

向

^

の

要

素

移

動

が
«■
に

自

動

的

に

生

ず

る

と

ほ

#

^

ず
、
そ

：
の
：
移

動

：
を

政

策

的

^
統
合
金
体
と
しV

稹
極
的
：に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ぐ
&:
ど
：え
ぼ
®

銀
行
は
こ
の
た
め
：の
；手
段
げ
あ
令
う
。
':.':_
時
に
こ
、の

要

馨
動
は
、
統
合
と
域
外
諸
国と：の.
不
均
衡
0
調
整
に
お
：い
て 

一■

■
要
で
あ
り
、1 i
-
界 

的
な
均
衡
を
左#
す
る
ー
->
1:
の.
_

ど_

っ；,
 

し

:

'
,
.

;経
済
統
合.(

と
く
に£
£
0

)

の
通 

：
•

Ht 

c
l『

九
三) .
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マ
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,

こ

の

；
；
通

貨

麗>;
共

通

通

貨

習

が

内

外

均

衡

達

成

の

,

に

特

有

な

手

段

と

^
て

法

目

を

集

め

>
:
:
:
敎

衾

 

経

済

统
 

...

合

S

貨

‘
：
金

融

商

の

中

心

麗
|

っ
：
：
て

い

名
g
 

，

実

麗

を

探

り'

.
通

.*
同
盟 
>
共
首
通
^
^

' *
の
意
義
‘
：効
果
を 

一*

に
し
で
！̂

す
れ
ば
、
経
済
統
富
目
標̂
^

;

そ
の
手
段
と.
し
て
の.
有
用
性
：は|

り
多
く
な.
い
；と.
思

お

れ

る

：
。

■逆

に

：
い
|
'
、
：̂
澉

通

貨

皇

現
^
篡

、
め
：
：
_

、
：

@ :
姿

た
さ
れ

: ^
は
な
ら
ず.
そ
れ
を
保
持b
て
い
.：く
た
め
の
囊
が
講
ぜ
ら
れ
て
.
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
.
で.
あ
る
。
し
.た
が
っ
て
共
通
通
貨
の
実
現 

.:
は
統
合
諸
国
間
詩
け
る
固
定
為
替
相
場
、
通
貨
の
交
換
性

.
の
維
持
と
本
質
的
達
：ゆ
な
い
と̂̂ 

質
的
な
差
は
な
く
程
度
囊
が
：ぁ
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
叔
跟
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
：で

ぁ
气 

'
共
通
通
貨
が
：重
視
さ
れ
る
理
由
は
、
/議
際
間
|

’1>.
尤
は«

際
収
支
0
海

衡
.*
:
不
均
觀
0
問
題
が
生
じ
る
に
も
家 

つ
：：一

国
内
の.
地
域
間
|

い

て

：
は

迄

必

っ

ー

S

衝
の
簡
題
が
発
生
：
b
な
：い
f

§

わ
れ
る
^̂̂
^̂

.

.

み
る
と
、
国
内
0
地
域
間
に

.

お「

い

玄

程

度

霖

は

：あ

作̂

件
が
整
備
さ.
九
，
方
策
が.
と
ら
れ
て
い1

で
I

。

B 

i
I
,
.

 

'
の
国
家. 

中

央

銀

行

が

囊

し

，

：

統一 :,

的

產

貨
i
 

第
三
に
妬
外
共
通
政
策
の
揉
用
、

.
_

四

に

、
.
地

域

的

だ

す
な
わ
ち
共
通
通
貨.

通
貨
同
盟.
の

実

現

：の

た

め

に

は

、

政

治

統

合

に

^

っ

て

裏

付

け

ら

れ

た

菌

家

的

な

統

合

機

岡

..
中

央

：
銀行

が

'
#
在 

.
し

、
：
各

璧

国

間

に

.
お.
け

る.
ブ

ー

ム

： ‘
， K

:

ラ
ン
プ
を
統
制
す
る
共
通
政
策
が
と̂
れ
、
；そ
0
梓

内̂

お

：
い

：
て
、
：
.
市

關  I.:.

動
的
に
国
際
収
支.
の
不
均
衡
が
是
芷
さ
れ
：る
よ
う
な
状
態
の
畫
が
必
要
で
あ
：る
；:
0
..
 

,

»

 

■

 

~

.
さ
ら
に
こ.
の
よ.
う
：な
通
貨
統
合
のた
め

に

は

、

超
国
家
的
な
雇
用
機
関
 >  
共
通
準
備
基
金*
信
用
供
与
機
構
等%'
ま
た
必
要.
で
知
ろ
う
。.

勿
論
現
実
的
な
統
令
に
おい
，て
'通
貨
同
盟
の
実
現
は
現
在
め
.
状
況
下
に
お#
て
：は

不

可

能

で

あ

：
り

、
：、
そ

れ

と

同

様

の

：
効

果

を

%■
.つ

固

定

為

替

批

•

 

• 

•

 

.
 '

場
‘
通

貨

の

：
交

換

姓

の

維

持

が

目

標

と

さ

れ

る

で

あ

ろ

う

。
，
こ
：
の
«

め

に

毛

フ

少

な

く

'>
1
も
、

⑴
加
盟
諸
国
間
に
お
け
る
_

本

的

目

標

，
.

(

完

全

辱

用
■•
翁
.
の
安
定.V

国
際
収
支
め.
均
衡
へ
.M
済
f
長)

.
に
つ
い
て
意
見
の
へ
一

、'
致

、
：(2
)
そ
：
の>
き

の

経

済

動

尚

の

_

俩

に.
：
つ
.
い
へ
て
の
：
一
齡
、

⑶

戦

略

的

政

•

•

 -
 

•

 

•

 -
 

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

..

..

..

..

..

.
 

..

.
 

.

策

の

実

施

に

：
つ
，
い
，
て
：
の

:'
一
 
致
、：，
.
：
(4
)
金
融
‘
財
政
政
策
面
に
お
げ
る
一
方
的
行
動
が
他
の
加
盟
国
経
済

「

に
与
え
る
影
響
に
：つ
い
て
.
考
慮
し
<
&
う
こ
'
 
. 

と
等
が
”
必
要
最
低
办
条
件
と
な
る
ヤ
あ
ろ
う
，'::

-
:-
”

メ
-

.,''

-
 ,
 

へ

•

一.

-

,

:
フ

■

.

-

 

.

.

.

.

;

■- 
.

■. .
 -
 

'•
■.
''

■

 

■;

■;

.

•:
'::

パ(

-
-
 

.
 

•
 .
 

.
 

'

 

V
 

•

 

•
 ■

'...

 
.
 

.
 .
 

.
 .
 

•
•
 

:t:

./

バ
こ
こ
で
は
、うJ

れ
迄
の
考
察
を
総
括
し
て
、
統
合
に
お
け
る
内
外
均
衡
達
成

.
，の
特
殊
性
を
考
慮
し
つ
つ

to
o

l-se
sn

g

を
行
な
い
た
い0

•
 

丨
そ
の
際
基
本
的
に
重
要
な£
劣
は
、.：
第.
—
に
、
べ
内
外
不
均
衡
の
性
質
：，
.
原
因
贮
虑
じ
て
、
適
切
な.
^

と
、
第
二
に
、':統
合
の
段
階
に
応
じ
て
の'1;
81-
3
备
1
1
1的^ .
必
要
で
あ
り'ァ
：&
の

際

統

合

深

化

の

論

理

.を

童

視

せ

：

ね
ば
な
ら
ぬ
ご'
と
：
第
三
に、
'

統
合
加
盟
諸
国
間
の
，経
済
構
造
：
•
金
融
構
造
の
同
質
性
，
異
質
性
を
考
慮
に
.
入
れ
ね.
ば
な.
ら.
ぬ

こ

と

.う

:

連
を
忘
れ
て.
：は
：な
^ :
ぬ
こ
：
.
と
、
な
琴
で
あ
る
。
：

 

•-
•'.. 

:

■:,
::.

へ
： 

1
般
的
に
こ
れ
迄
分
類
さ
れ
て
き
た
肉
外
不
均
衡
0
組
合
わ
さ
れ
た
ヶ
ー
ス
は
、
.
次
の
四
つ
で
あ
况
。
1
、
'

.

.

:

.
(1
)

ー
国
内
は
：
ィ

シ

ネ

レ

：
で

_

際
収
支
は
赤_

:
5
 

.へVV.
へ
：':
v
_
::,
:\

'  

⑵

：
.
，
_

内

は

失

業

が

：存

在

，
：

i

際
収
支
は
黒
字
く
ベ
 

i

•
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.
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-

 

-

 
-

 

.
 

•
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'
 

.

:

.

'.
•

ブ
⑶
：
，：
_

内
は.
ィ
ダ
：フ.

 ̂

つ
：:
^

,
•-
铎
済
統
合
へ(

と
く
に£
尥
0) .

の
通
貨*
金
融
的
侧
面̂

内
外
均
衡
：. 

■ .
四
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フ
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-
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一.
'一
九
六
ゾ
^̂ 

-

こ
れ
ら
の
各
ヶ
ー
ス
に
適
切
な
方
策
は
、
⑴•
⑵
の
ヶ
ー
ス
は
金
融
財
政
政
策
に
よ
る
デ
フ
レ
* '
ィ
ン
フ
レ
政
策
で
あ
り
、
⑶
の
ヶ
ー
ス
は
国 

内
デ

:̂
-'
1/
政
策
と
為
替
相
場.
の

切
_|
1
ば

政

策

：の
併
：用

、

(4
)
0
ゲ

ー

ス

ほ

、

/

国
内<
 X

フ
レ
政
策
と
為
替
柑
場
：の
切
下
げ
政
策
：の

併

用

で

： 

こ
'̂

ヶ
I
X
ボ
ス.
タ#

.ィ

に
お
付
^ '
問
題
点
は"
第
#
に
こ
れ
ら
の
不
掏
衡
：ゆ
性
格
を
再
衡
討
^
て
み
る
必
要
：が
あ
る
。V上
述
め
対
策
：

t
f
.

こ 

^
ら
の
不
均
衡
が
永
続
的
で
、
国
際
流
動
性
準
備
に
よ
：っ
て
は
処

.
理
し
：え
ぬ
場
合
に
は
じ
め
て
と
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
：
ま
た
国
内
ィ
ン
.フ
レ
傾
向 

.
が
、
，
需
要
超
過
：，
供
給
面
に
お
け
る
龜
応
力
不
足
、

」

：完
全
雇
用
下
の
賃
金
上
昇̂
カ
の
ヶ
ち
の.
い
ず
れ
0
原
因
に
よ
，る
の
が
に
よ
っ
て
、

一
、般
的 

な
デ
-7
:
レ
政
策
；の
：み.
で.
な
乂
、»

択
的
な
金»
,

財
政
政
策
な
い
；し
所
得
政
策
が
、
>!
^ ;
れ
ね
ば
な
ら
な
_い
ず
ま
た
失
業
が
単
に
有
効
需
要
の
不
足 

に
よ
る
：の
か

' 
そ
れ
と
兔
生
産
能
カ
不
足
に
よる
か

^

よ

：
っ
：
て
、
：
：
；
金

融

.
，
財

政

政

策

め

.
み
で
な
ん
、
国
際
的
な
生
產
要
素
移
動
等
が
よ
り
重
要
性

を

も

：
つ

て

く

る

ァ

.

..,
:'
;
':
:
'
ぺ：
....：'''. 

ニ'.--.
;..
 

- 
 ̂

. 
 ̂

 ̂
. 

. 

 ̂

■ 
V

-

.

.

第
二
に
、
こ
れ
ち
は
，

J
..

国
的
な
ヶ
I
ス
で
あ
り
、
統
合
に
お
け
る
分
析
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
ヶ
I
ス
を
M-
み

合

わ

せ

た

総

合

的

な

.考

慮

が 

必
要
と
な
ろ
う
。
こ
の
四
づ
の
ヶ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ

.
る.
こ
と.
に
よ
り
、
統
合
の
一.
〇
の
ゲ
I

ス
が
究
立.
す(

む
°1
7)

，そ
の
個
々
の
ヶI
ス
を
分
析
す'
 

る
こ
と
W
非
常
に
煩
雑
で.
あ
る
の
で
、•
そ.
の1

般
的
な
問
題
点
の
み
を
指
摘
す
る
。
ま
ず
統
合
諸
国
間
に
；お
い
て
は
、
各
国
の
国
内
均
衡
の
達
成 

を
重
視
し
、.
国
際
協
カ
ー
双
方
的
調
整
が
必
要
と
さ
れ
.
る
。：
-:
の_
こ
と
ほ
：
各
国
，の
：

.
ど
る
方
策
が
、,/
銃
'̂
^
期
の
段
階
に
お
い
て
も
，
何
等
か
の 

統
一
化
‘
同

調

化

が

必

要

，で

あ

る

こ

と

.
を«

味
す
る
。
し
が
し
、
各
国
間
に
お
け
：る
経
済
•
金
融
構
造
の
差
異
を
考
慮
す
れ
ば
プ
全
く
同
じ
政
策 

を
各
国
が
採
用
す
る
こ
と
は, '
必
要
で
も
な'、い
し

、

か

え

っ

て

損

失

：を

% '
た
ら
す
？
し
た
が
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融
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れ
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探
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蜇
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、
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上
'の
国
へ
の
援
助
も
：ま
だ
と
_
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。;:

委
員
舍
は
、

ー
.
九
六
ー.
ーー4 -
ハ
月
十
九
日
ぬ
、

「

逋
貨.
，'金
融
政
策
に
関
ず
石
よ.り
具
体
的
な
提
案
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
i

は

、

通

貨.'
金 

融
政
策
の
統
合
の
ご
と
き
国
家
主
権
と
も
関
連
す
る
童
要
問
題
で,

か
つ
政
治
的
：
経
済
的
に
高
度
の
統
合
.を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
実
現
困
難
な 

問
題
を
一.
気
に
な
1.
:.と
げ
よ
5
と.
す
る
ぢ
の
で
は
な
く
、
極
め
て
現
荛
的
に
諸
々
.
の
手
続
ぎ
と
機
構
の
メ
力
ニ
ズ
ム
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。
そ 

.
れ
は
、■「

通

貨
•
金
融
政
策
の
調
整」

'に
関
す
：る£
£
0.
委
員
会
0
理
事
会
に
対
す
る
通
告
な
ら
.
び

に.「

E
E
C
加
盟
国
の
中
央
銀
行
の
協
力

」

、
 

「

国
際
金
融
通
貨
問
題
に
関
す
る
加
盟
国
間
の
協
力

J、
ハ「

財
政
政
策
に
関
す
る
加
盟
主
管
官
庁
の
間
.
の
協
力」 .
'
 

に
関
す
る
委
員
会
の
勧
告
お
よ
び 

理
事
会
決
定
案
よ
り
な̂：
。. 

V

 

V 

:

と
く
'

g

注
目
す
ベ
：き
内
容
は.，
⑴
通
貨
‘
金
融
面
に
お
け
る
協
カ
が
今
後
の
’発
展
の
鍵
と
な
っ

て
お
り
、
よ

り

具
体
的
に
.共
同
の
措
置
に
関
し 

て
調
整.

話
し
合
い
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、(2

)

通

貨•

金
融
政
策
の
調
整
を
有
効
に
行
な
ぅ
た
め
に
は
、
中
央
銀
行
間
の
協
力
の
み
な
ら
ず
、
加 

盟
备
国.
の
財
政
政
策
に
関
す
る
権
限
あ
る
芽
局
が
相
互
に
密
接
な
関
係

.
を
維
持
す.
る
必
要
が
あ
る
こ
と
丨
そ
の
た
め
に
ヴ
瓦
^
^
^
中
央
銀
行
総
裁 

評
議
会
お
よ
び
財
政
政
策
評
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
、
⑶
E
E
C
の
対
外g
«

任
の
重
要
性
の
増
大
に
と
も
な
い
、
と
く
に
国
際
金
，

g

政
策
の
調 

整
を
行
な
い
、':
そ
れ
を
実
彷
す
る
機
関
と
し
て
通
曼
評
議
会
の
権
限
を
強
化
す
る

£'
と
、
：ま
た
と
く
に
為
替
平
価
問
題
で
の
加
盟
国
間
.の
協
議
が 

重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
⑷
理
事
会
^
お
い
'て
、、-;通
貨
•
財

政

，
景
気
政
策
調
整
の
た
め
，の
総
合
的
審
議
が
行
な
わ
る
ベ
き
こ
と
の
明 

確
化
’
等
で
ぁ
る.
.-
0
:'
:

•■

■,

か
ょ
ぅ
に
、
！
0

に
'お
い
て
:'
.

そ
の
統
合.
の
進
展
に
要
請
さ
れ
、
.
逆
に
そ
の
：

f'

層
の
進
展
を
は̂

■通

貨

•金
融la

.  

に
お
け
る
統
合
も
ま
た
、
.
具
体
的
に
計
画•
検
討
さ
れ
は
じ
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
含
む
共
通
政
策
の
実
現
の
可
能

..
性

，
時
期
*
方

向•

内
容 

.
が
、
そ
の
将
来
を
左
右
す
る
根
本
的
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る

。

■

'.
'

.:
c n
EE

C.

に
お
け
る
内
外
均
瓶
の
問
題:

,

-

' 

.. 

•

拉
]3
0
の

具

体

的

な

進

展

を

と

ら

え

，て
：

経

済

統

合

に

.
杯
い.
て
内
外
均
衡
の
達
成
が
：い
か
に
.
し
て
実
現
さ
れ
.て
い
る
か
を
究
明
す
る
つ
も
り
で 

知
っ
た
が
フ
紙
幅
_

係
で
そ
れ
富
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、，..と
ぐ
に

■■
:
:•第
一
に
，

£

£

0六
ヵ
国
に
お
け
る
内
外
不
均
衡
の
。ハ
タ
ー
ン
は
、

.

各
国
と
：も
国
内
的
に
は
ほ
ぼ
完
全
雇
用
を
実
現
し
、
む
し
ろ
ィ
ン
フ
レ
傾 

向
に
悩
ん
で
、お
り
，
国
際
収
支
は
各
国
と
も
黒
字
で
、

>
金
外
貨
準
備
ゆ
順
調
に
増
加
.
し
て
：
い

紐

忠

.
し
た.
が
°
て
、
少
な
く
と
も
こ
れ
迄
の
：と
こ
ろ'
 

E

E
C
諸.
国
fe
お
い
て
両
均
衡
の
達
成
は
そ
れ
程
差
し
追
づ
^
問
臀
と
_

々
<
.

い
な
¥

1>
が
1>
最
近
、
、
E E
C
各
国
は
、-
労
働
供
給
の
ボ+

ル
ネ.
ッ
ク
か
ら
成
長
率
は
純
化
じ
、：
ィ
.
ン
，フ
1/
:
:伍
カ.
に
悩
史
さ
れ
で
お
り
、
そ
の
結
果
と
し'て
国
際
競
争
ガ
；
.
の.
低
下
が
心
配
さ
れ
始
め
て
い
る。
'
 

し
た
が
っ.
て
各
国
の
主
要
な
政
策
的
開#

は
こ
の
ィN

フ
レ
运
* ;
の
除
去
に
向
け
ら
れ
、
.
，'そ
：の
た
め.
の
種.
々
：
な

る

方

策

が

「

と

ら

れ

て

“

対

外
 

的
な
政
策
と
しX
は
そ
ン
：フ
レff
i
力

除

老

の

：

た
：
め
の
：
輸

人

増

大

が

比

か

ら

れ

て

お

り

、
：
：
一
九
六

.
：

「

年
三
月
に
は
彳
非
常
に
小
幅
で
あ
づ
た
が、
F 

ィ
ッ-

オ
ー
ア
ン
ダ
の.一—
国
が
為
替
切
上
げ
を
行
_
.

で
こ.
托
は
両
均
衡'の.
達
成
：沄

ぞ

史

し

，い
太
策
.
で

耆

ゾ

'

.

•

.

第
二
に
、
こ
れ
迄
の
と
こ
ろ
、
通

貨•
金
融
面
で
は
、E

E
C
内
で
顕
著
な
協
力•
調
整
は
殆
ん
ど
実
行
さ
れ
て
は
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ 

の
ド
ィ
ッ

..
オ
ラ
ン
'タ
の
為
替
切
上
げ
も、
E

E
C
内
部
で
十
分
.な
討
議
が
な
さ
れ
る
こ
•と
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

ア

メ

リ

ヵ

の

ド

ル■  

危
機
ィ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
能
機
、
金
価
格
の
高
騰
等
に
際
し
て
は
、

.B

I '
S、
.
 O

E
C
D
を
中
心
と
し
て
、

■

金
相
場
安
定
協
定
、
パ
丨
ゼ
ル
協 

,

経
済
統
合(

と
く
に.I
C

)

の
通
貨
.
•
.
金

融

的

側

面

と

内

外

均

衡

. 

，

.

: 

四

七

(

三

〇
1)



.

-

 

-  

:
■.
- 

'
.'.,. 

:.

四

八--C1-,

ニ
〇
ニ

)
定

、

金

プ

ー

ル

協

定

、
.
.
パ

•

リ

t
ク
ラ
ブ.
等
が
成
立
し
て
、E
E
C
ょ
り
も
広.
い
範
囲
で
の
協
力
；が
行
な
わ
れ
て
い
る
し
、
..委
員
会
が
提
案
し
て
い 

る
ご
と
く
、
関
税
同
盟
か
ら
経
済
同
盟
へ
め
移
行
に
つ

.
れ
て
、
こ
の
面
で
の
調
整
，
統
合
化
が
実
現
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。

• 

’

;
,:
:-:
;:
第

三

转
£
较
€
各
国
は
4
挺
来
%:
;
そ
0
傾
向
を
咎
0
で
ぱ
1;.
>

が̂
^ :

(

^

<
 

.

い
る
。
：：£
の
.̂

と

は

政

策

面

に

：
お
：
け

る

差

異

が

f t
合
諸
国
間
り
太
含
な
歡
響
が
攪
乱
を
与
え
谷
こ
と
を
意
味
す

る

。.
し
た.
が
つ
て
、
こ
こ
か

• 

■ 
. 

■ 
■ 
. 

.  

...  

■ 

■ 

. 

;■

......  

,

ら
も
^
共
通
政
策
、ァ
通
貨4
金
融
面
办
貌
合
化0
必
要
性_

ま
す
ま
す
犬
私
な
る
。
1>.
;::
:
:
;

パ
第
四
：に(

:E
E
o
©
i

対
外
均
衡
餘
分
拆r

お
0
で
は
、
：：単_

商
品
貿
易
関
係
の
み.
で
：な
：
<

ぺ.
ザ
:!
::.ビ'
み
取
引
，，
資
本
勘
定
が
：ょ
り
重
要
性
を
も 

っ
て
き
て
い
る。.
.
E 
©
0
諸
国
^
お
い
：て>.
.

商

品

貿

易

；欧

黑

：亊

国

は

サ

1
ビ'
ス
：
取

引

で

赤

字

ご

逆

^
商
品
-»
易
赤
字
国
は
ザ1
ゼ
ス
：
取

引

で

黒

字

と-
い
っ
た
パ
久
丨
ン
を
示

1>
^
お
0:.
^
ま
た
« ,
内
0
生
：產
要
|

^
動
の
自
由
化
お
上
び
ブ
め
ヶ̂.
を
由
心
と
す
る
域
外
が
ら
；の
資
本
流
入
の
甞
大

-

.
'

.

■:-

 -

.

.

.

.

 

-

.:.

 

.

.

.

.

.

.

.

 

•

:

は
、'
国
際
収
支
分
析.
に_

る
も
ぅ
，

f

つ「

■の
重
要
な
要
素
ど
な̂
:;

い.
る
。''
じ
れ
^

の
諸
点
を
相
関
連#
せ
、：
総
括
し
て
の
新
じ
.
い
徺
角
.か
ら
の

.

.

(

注 7

) 

.

分

析

が

必

要

ー

で

あ

ろ

ぅ

ゾ

へ

、」

.〒
'
/
 ̂

.
V 

:ハ

...
 

パ
'.;:,::.

'
:
:.
 

-
 

•

.
1. 

.
■.
'..■

■ 

■ 

. 

. 

.

. 

.

.

.

.
 

'  

-

■.,
第

五

：は
、
'
世

界

的

に

：
，み

て

も

、

£
£
り
に
お
い
て
も
，
.
貿

易
•
為
替
：の
自
由
化
、
交
換
性
の
回
復
に
ょ
っ
て
、
双
務
的

V 

ニ

国

間

取

引

.
の

均

衡 

で

は

な.く

^

多

角

決

済

 
>:
多
角
貿
易
‘
：多
角
的
均
衡
の
実
現
：が
期
待
さ
れ
る
が
，

.
現
実
は
む.
し
，ろ
双
務
的
均
衡
の..度
合
を
深
.め
て
い
る
ょ
ぅ
に
考 

え

ら

れ

、
ノ
こ
：：の

点

ゆ

も

：

2
;

つ$

' 

,

第
六
に
、
E
E
C
®
®

.̂.
金
融
面
の
統
合
化
、：

.
：共
通
政
策.
の.
立
案
に
.あ
た
っ
て
、

一
般
に
主
張
さ
れ
て
い
る
£
E 
C

諸

国

の

同

質

^

の

み

で

ニ 

.

.

.

.

.

.

;

 

ベ.

'

.

 

'

.

.

.

.

 

.
tu

 

ノ
 .

.

な
く
、
異
質
性
に
着
目
す
る
必
要
が
.
あ
0
、.
統
合.
の
進
展
が
む
し.
ろ
各
国
経
済
の
異
質
化
を
推
進
す
る
事
実
が
重
要
な
問
題
で
あ
る

°9

■
 

.

.

.

.

.

.

'
.

'

 

.■'
■
■:■ 

V
J 

.

.

.
V
.
■

.

V
.
,
.
.
. 

... 

' 

- 

ノ
... ： 
.
'
.
■.■.
 

ぐ
’
 

-

m

今

後

の
■
展

望

、

経
済
統
合.
に
お
抄
る
通
貨
；
金
融
問
題
を
内
外
海
衡
の
問
題
と
関
連
ざ
せ
、
と
く
に

^
©
0 ;
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
迄
考
察
し
て
き
た
。.
基
本
的

••

な
考
え
と
問
題
点.，の
揩
摘
に
終
っ
た
が
、
最
後
に
ニ
つ
の
面
か
ら
今
後
の
展
望
を
行
な
い
た
い

。

‘V 

、

'
第
一
は
、：
現
実
的
ぬE
E
C
の
今
後
を
展
望
する
。

そ
れ
は
さ
ら
に
、£
5)
0
の
内
的
問
題
と.
世
界
に
お
け
る©
£
0 

•.外
的
汰

問
題
と
に
兮 

か

れ

る

ま

ず
E
E
C
の
内
的
問
題
と
し
て
の
通
貨•
金
融
問
題
は
、E
E
0
と
い.
う
統
合
の
将
来
を
左
右
す
る
基
本
的
な
要
因
と
な
る
。
要
す 

る
に
、
E
E
P.

に
お.
け
る
困
難
は
、
各
国
間
の
利
害
関
係
のも
っ

と

も

強
く
対
立
す
る

、

ま
た
政
治
統
合
によ
っ

て

バ

ッ
ク
ァ
ッ
プ
さ
れ
ね
ゴ
么 

ら
な
い
経
済
同
盟
の
達
成.

共
通
政
策
の
樹
立
に
お
い
て
證
し
、
こ
の
方
面
に
お
け
る
£
£
0

発
展
の
指
標
と
な
る
の
が
、
通
貨

.
金
融
的
統 

合
で
あ
る
か
ら
で.
あ
る
。：

こ
の
困
難
を
現
実
に
の
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

「

か
。'
そ

札

；̂

各

国

が

ど

れ

だ

け

経

済

的

要

因

で

行

動

す

る 

の
か
、
さ

ら

に

一
囯
的
な
立
場
を
す
て.て
、E

E
C

-m
in

d
e
d

な
態
度
を
と
る
こ
へ
と
が
で
き
.
る
が.
に
か
か
ろ
う。

'

世
界
に
お
け
る.
®
E
c
i

b
T
a

、.
対
先
進
諸
国
に
お
い
て.は
、
と
く
に
ア,

リ
力
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
。
ド
ル
危
機
の
.
解
消
に
E 
E 
C
 

が
協
力
し
ァ
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
改
善
の
た
め
に
輸
入
増
大
を

.
は
か
る
の
か
、
そ
れ
と
も
チ
キ

X

戦
争
'に
み
ら
れ
る
よ
う
に
む
し
ろ
差
別
政
策 

を
打
ち
：

±1

す
め
か
'が
も
っ
と
も
大
ぎ
な
問
題
で
あ
る
。
ま
た
対
低
開
発
諸

_

に
お
い
て
は
、
瓦
'1
:.

0
が
ど
れ
だ
け
の
開
放
性
を
打
ち
出
し
、
ま
た
援 

助
を
与
え
る
こ.
と•

よ

っ

そ

寶

任

を

果

す

.か

で

あ

.
ろ.
う

。

こ
め
方
询
を
決
定
ず
る.の
は
、E 
E
0

自
体
が
経
済
同
盟
を
実
現
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
発
展 

を
行
な
え
る
か
、と
う
，
•
か

で

あ

：る

。

さ

ら

：
に

最

近

の

国

際

通

貨

制

度

の

，改

革

案

の

：
一

.
つ
と
レ
て
主«

さ.
れ
て
い
る
多
数
主
要
国
通
貨
制
度

(m
ultiple  

currencies  reserve  system
)

成
立
の
機
運
が
熟
し
た
場
合
に
は
、EE
C
諸
国
と.
し

て

，は

、

逆

に

共

通

通

貨

あ

る

、
，
は

対

外

的

に

共

通

の

計

算

準 

位
を
設
け
る
必
要
性
：
W
増
し
て
く
るaj

思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
；と
す
れ
ば’
 

E
E
C
の
通
貨
：
•
金
融
面
め
統
令
は
，
こ
の
侧
面
か
な
も
従
来
よ
り 

も
早
い.
テ
ン
ポ
で.
推
進
さ
れ
飞
ご
と
に
：な
.
石
。
さ.
ら
に
法
目
さ
る'ベ
i

:

の
：は
，：

他
の
欧
州
諸
国
め
瓦E 
G 

.へ

の

加

盟

が

ど

の

よ

う

な

進

展

を

み

せ

るiか
^
あ

る

。
.

と

く

に

：
ィ

ギ

リ

ス

の

加

盟

.が

 

一.

.^
は.
挫
折
し
た
が
、
.
そ
の
加
盟.
は
今
後
期
待
で
き
な
い
：の
：で
あ
ろ
う
か
、
国
際
通
貨
と
し
て
重

.
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要

な

役

割

を

、

つ

.
ポ
シ
ド.
を
ど
の
よ
う.
に
鄉
遇
す
る
か
も
、
今
後
：の
_
も
5

|
:
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第
二
に
今
後
の
研
究
の
方
向
を
手
短
か
に
展
望
す
る
。
そ
れ
は
次
別
じ
て
三
つ

.
の
方
向
縫
か
れ
る°

3

経
济
統 <
"(

と
く
に£
冗
£

の
通
貨.
金

融

的

侧

面
と
内
外
均
衡」

.. 

四

九.(

ニーo

三)
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究
ぞ
よ
り
ノ
こ
れ
您
の
览
别
め
補
足
含
オ
る
こ
と
ノ

 

ニ
つ
は
、
こ
ヾ
こ
で
提
示
し
た
国
際
金
融
分
析
の
新
し
い
視
角
ぞ
も
づ
と
昆
開
し
て
へ
固
際
金 

融
の
：経
挤
售
造
的
な
接
近
方
法
を
明
確
化
，

..
体
；
化
+-
る
こ
と
;,
>
^

原
娌
を
理
論
的
：
.

実
証
的
に
究
明
す
る
こ
：
|
'
'
で
あ
ろ
ぅ
。
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要
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躍
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の
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発
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月
下
旬
号
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(

注
2)

「

£
£
0
の
通
貨
金
融
政
策.の
誕
-#
|

六
月
十
九
日
の
务
員
会
提
案

」
『

経
済
と
外
交』

.ー
九
六
三
.年
九
月
上
旬
号
°(

な
お
以
後
.の
展
開
は『

経
済
と 

:
外
交
.

r

の
こ
め
二
つ
の
鉑
介
迄
主
と
し
ぞ
食
ぅ
て.い
を

。
：
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：
.
：
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：
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注
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肩
近
の
展
開.
：に
関
し
て
は
、

■■
た
と.
え.
ば
：以
下
を
参
照
。
：
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E
E
C
の
発
展
と
展
望』

国
際
問
題
シ
：リ
ー
ズ
第
三
十
二
号
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
お

'
 

よ
び「

EE
C:
の
最
近
の
諸
問
題

」
『

経
済
と
外
交

』

一
.
九
六
三
年
八
月
上
旬
号
。

.

:

(

注
A

 

.そ
れ
ら
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、
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通
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#

業
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運
輸
*
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ネ
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ィ
.
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会
，
経
済
.(
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_
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策
と
構
造
政
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政
策
•
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あ
る
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：

:

:(

注

5)

.'
日

銀

調

.
查

局

"

「

欧

州

霞

に

お

け

る

ィ

ン

フ

レ

の

現

状

上

対

策

」
『

調

：查

月

報

』

ー：
九

六

3

年 

Gilbert,>Keconciliona

0
0
3

!

(

注
e) 

「

i

c
の
発
腰
と
地
域
的#

造
変
化」

..経
済
企
画
庁
；

『

海
外
経
济
月
報』

一
九
六
三
年
八
月
号
。
ぺ

^̂

(

注
i

.

加
藤
義
喜〗

「

欧
州
経
済
統
合
と
国
際
均
衡
の
問
題J
 

.『

欧
州
経
済
統
合
の
分
析
と
展
塑』

' 

.

;

!

(

注 
8)

ン M
i
c
h
a
e
l

 

_

^

^

プ

：
M
u
l
t
i
l
a
t
e
r
a
l

 

B
a
l
a
n
c
i
n
g

 

i
n

 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

 

T
r
a
d
e

 

ノ 

A
m
e
r
i
c
a
n

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

R
e
v
i
e
w
,

 

S
e
p
t
.

 

1
9
6
2
.

お
よ
び
西
村
光
夫 

「

欧
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経
済
統
合
に
お
け
る
決
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問
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『

欧
州
経
済
統
合
の
分
析
と
展
望』
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(

注
9

)

：
島
野
卓
爾
前
掲
論
文
、
十
九
頁
お
よ
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E

E

G

の
産
業
構
造——
雇
用
搆
造
と
物
価
構
造
を
中
心
と
し
で—

」
『

欧
州
経
済
統
合
の
.分
析
と
展

V.
望』
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国
際
流
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の
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年
九
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下
旬
号
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七
頁
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(

注
11)

.こ
の
第
三
ひ
方
向
の
究
明
は
、
本
誌
一
九
六

四
年
ニ
月
号
に

お
い
て「

経
济
統
合(

と
く
にE
E-
C)

に
お
^-

る
計
画
性
と
分
業11
'
理」

と
題
し
て 

.

行
な
う
予
定
で
あ
る
。
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.

前
稿
は
、
藉
末
期
に
お
け
る
武
州
忍
領
崎
玉
村
を
め
ぐ
る
農
村
市
場
に
関
す
る
分
析
で
あ
っ
た
。
そ

.
こ
で
の
論
点
は
、
市
場
眵
成
め
前
提
た
る 

農
村
商
品
!

産̂

‘! ^

、い
わ
ゆ
る
商
品
作
物
の
み
な̂
す
、
米

，
雑
榖
頻
を
む
し
ろ
中
心
と
し
て
い
.た
こ
と

、

、
及

び

.米

穀

流

通

暈

の

増

大

に

は

忍

藩

 

の
年
貢
- #
系
|

代
金
納..
:#
手
形
納
|.

の
寄
与
が
大
で
あ0
た
こ
と
、\
更
に
農
作
物
及'び
酒
：等
の
商
品
流
通
を
担
当
し
た
の
は
、

.

主

.と

し

て

在
 

方
の
地
主
層
で
あ
っ
たこ

.

と
等
で
本
っ
た0

.

. 

’•

:
;

.

本
稿
は.
前
稿.
の

続

篇

と

し

て

、
，
そ
，
の
ょ

5

な
在
方
市
場
の
基
礎
に
：の
.
っ
た
、
地
主
経
営
の
実
例
を
、
前
稿
と
同
様
、
崎
玉
村
湯
本
家
の
例
に

つ 

い
て
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
こ
.
こ
で
い
ぅ
と
こ
ろ
の
地
主
.
経
営.
は
農
業
経
営
の
み
な
ら
ず
、
.
こ
れ
を.
基

盤

と

，
し

た

商

業

‘
酒
造
業
•
金
融
業
も
含

み

、
：
；い

わ

ば

広

義

の

地

主

経

営

で

あ

る

。

史

料

に

制

限

が

あ

：
る
，
の
：
で

' '
前
稿
と
同
様
、
文
政
年
間
か
ら
安
政
に
至
る
ま
で
；の
幕
末
期
に
お
け
る
一

• 

...

...

...
 

..

..

..

地
主
の
経
営
内
容.
を
、..

#
態
的
：に.
観
察
^
ょ
ぅ
と
す
る
の.
が
、'
 

本
稿
の
自
的
で
あ
る
。
こ0:
ょ
ゲ
な
也
主
経
営
を
規
定
す
る
条
件
は
、
市
場
杉
態

....... 

U 

......

及

.̂

地
主
層_
を
洽
め
た
農
村
の
西
生
産
構
造
で
：あ
る
が
、
.俞
者
に
づ

い

：

て
は
す
で
に
前
稿
で
述
べ
たとこ
ろ

で

あ

り

、

後
者
は
紙
数
の
関
係
か

武
蔵
国
椅
玉
郡
に
お
け
る
地
主
経
営
.. 
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